
と う ふ つ こ

ビジョンの計画期間と推進体制

濤沸湖水鳥・湿地センター
〒099-3112　網走市字北浜 203 番 3 地先（白鳥公園隣）
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目標 課題 取組み

濤沸湖の保全と
活用に資するモニタリング
の実施と情報の蓄積

1

科学的な情報を
蓄積して、

濤沸湖の変化を
いち早くとらえます。

濤沸湖水鳥・湿地センター
実施のリーダー

濤沸湖の自然を活かした
地域振興

2

濤沸湖から享受している
様々な自然の恵みを再認識し、
価値を内外に提供することで、
多くの人が愛着を持って訪れる

憩いの場とします。

観光協会
実施のリーダー

濤沸湖を知り・誇りを
胸に集う協働体の構築

3

濤沸湖にふれる機会を創出し、
多くの人が見守ることで、
人も生きものも集う
美しい濤沸湖を

協力して守っていきます。

網走市・小清水町
実施のリーダー

 1.  各種自然 ( 地形、地質、水質、景観要素等 )
調査の実施

 2.  植生などの保護管理
 3.  塩湿性植物の保全と再生
 4.  外来種を除去し在来植生の保全と再生
 5.  多様な主体による自然環境調査の実施
 6.  湖の生態系調査
 7.  濤沸湖や原生花園の生態系を保全するための

鳥獣被害防止策の検討
 8.  野焼きなど保全と再生への参加
 9.  環境配慮型農業の推進と支援
 10.  耕畜連携の推進
 11.  湖内水質調査の実施
 12.  近隣工場からの排出水の水質調査
 13.  河川の水質環境基準調査の実施
 14.  汽水湖の維持を目的とした多様な主体に 

よる監視活動の実施
 15.  事業所からの排水処理の適正化
 16.  合併浄化槽の導入など生活排水浄化対策の実施
 17.  関係機関による資源動態調査の実施
 18.  資源評価手法の開発
 19.  資源の維持安定対策の検討
 20.  サケ、マス、ニシンなどの増殖手法の検討
 21.  漁場環境保全の普及啓発と勉強会の実施

 1.  住民が気軽に森とふれあえる森林空間の創出
 2.  観察しやすい空間の整備
 3.  既存施設の整備改善
 4.  畑や放牧地など農村景観の保全
 5.  地産地消の推進による地域内消費の拡大
 6.  クリーン農業の取組みと減農薬や有機栽培の推進
 7.  産地や農産物のブランド化の取組みと支援
 8.  地場産品を活用した加工製品開発に対する支援
 9.  植樹祭の開催と緑化活動の推進
 10.  観光イベントの見直しと新規イベントの創出

 1.  （ごみ）収集運搬体制構築による不法投棄の防止
 2.  廃プラスチックの再資源化と適正処理方法の検討
 3.  環境美化活動の推進と支援
 4.  環境保全や湿地に関する情報の集積と公開、

普及啓発
 5.  ボランティアやガイド、専門員の養成と

活動の充実化
 6.  施設を利用した各種観察会の実施と交流の推進
 7.  環境学習機会やレクリエーションの場の提供
 8.  湿原の生態や自然景観を体感できる

環境教育の推進と実施
 9.  ラムサール条約湿地を有する市町村などとの連携
 10.  民有林所有者に対しての環境保全の啓発
 11.  環境配慮型開発行為の普及促進
 12.  開発行為の確認体制の充実

〇湖の水環境の保全
・自然環境の保全
・汽水湖の維持
・湖の水質と底質の保全
・水環境のモニタリング
・河川などの適正な管理

〇湖の自然環境全般の保全
・漂砂による堆積の対策
・湖畔の緩衝帯の保全
・淡水魚の生息環境の保全
・土砂流出対策
・漂流ごみの対策

〇濤沸湖・原生花園の動植物の保全
・原生花園の植生保全
・ゾーニングの検討

〇自然情報の蓄積・発信
・自然生物情報の集積と発信

〇環境保全への理解向上
・その他のごみの対策
・普及と啓発

〇協働体制の強化
・住民・産業活動の取組みと支援

〇観察拠点の維持とアクセスの向上
・既存施設の改善
・観察施設とアクセスの整備
・公共交通アクセスの充実

〇視点場の確保と発信
・周辺景観の保全
・遺跡・史跡の調査・保全

〇地域のブランド化と発信
・地場産品の地域ブランド化

〇レクリエーション機能の充実
・ふれあい環境の整備
・交流拠点の整備
・レクリエーション機能の充実

・浅化状況データの蓄積
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